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火災、感電、怪我、故障、エラーの原因になります 

有寿命部品に 関する 保証規定 

安全にお使いいただくために必ずお読みください 
 

◆ 正しい電源電圧でお使いください。 

◆ 湿気や埃、油煙、湯気が多い所には置かないでください。 

◆ 暖房器具の近くや直射日光があたる場所など、高温の場所で使用したり放置しないでください。 

◆ たこ足コンセントや配線器具の定格を超える使い方はしないでください。 

◆ 電源ケーブルに加工や熱を加えたり、物を載せるなどで傷をつけないでください。 

◆ 内部に異物を入れないでください。(水厳禁) 

◆ 本体及び付属品を 改造しないでください。 

◆ 排気口のある機種は、排気口を塞いで使用しないでください。 

◆ 濡れた手でコンセントにさわらないでください。 

◆ 雷発生時は、本製品に触れたり周辺機器の接続をしたりしないでください。 

◆ 設置、移動の時は電源プラグを抜き、周辺機器の接続を切り離してください。 

◆ 本機及びセンサーのコネクタはRJ45形状ですが、RJ45のLAN仕様ではありません。LAN仕様

の機器には絶対に接続しないでください。 

◆ 本システム内でのRJ45コネクタ間の接続には、必ずCAT5(6)のストレートLANケーブルを使用し

てください。それ以外のケーブルは絶対に使用しないでください。 
 

本製品に付属、または、別売のACアダプタは、有寿命部品です。使用時間の経過に伴って摩耗、劣化等

が進行し、動作が不安定になる場合がありますので、本製品を安定してお使いいただくためには、一定の期

間で交換が必要となります。特に長時間連続して使用する場合には、早期の部品交換が必要です。 

有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用環境(温湿度など)等の条件により異なりますが、通

常のご使用で約3年です。この目安は、期間中に故障しないことや無償交換をお約束するものではありませ

ん。 

摩耗や劣化等による有寿命部品の交換は、保証期間内(当社発送から1年)においては原則的に無償交

換を行いますが、劣悪環境での稼動、落雷など外部要因に起因する故障などの場合は、標準保証の対

象外となり、製品保証期間内であっても有償交換となります。 

ACアダプタは社外購入品につき、代替品との交換にて修理に代えさせていただきます。また、保証期間

経過後も、代替品の有償交換をさせていただきます。 

尚、本体同様ＡＣアダプタの故障またはその使用によって生じた直接、間接の障害についても当社はその責

任を負わないものとします。 

万一、発熱を感じたり、煙が出ていたり、変なにおいがするなどの異常を確認した場合は、ただちに電

源を外し使用を中止してお買いあげの販売店にご連絡下さい。 
 

● 本書の一部または、全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁じられています。 

● 本書の内容および製品の仕様、意匠等については、改良のために予告なく変更することがあります。 

● 本書の内容については、万全を 記して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気付きの点が

ございましたら、ご連絡下さいますようお願い致します。 

● 本書に記載されている各種名称、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。 

！ 
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第１章 はじめに 
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テルモワイヤ 

 

 

 

１－１ 梱包品目 

 
【テルモワイヤ】には以下の品目が含まれます。品目､数量をご確認下さい。不足がある場

合は､販売店もしくは弊社営業部までご連絡下さい。 

 

① 制御機 Po485/M 1台 
 

 
 

② 測定(セ ンサ ー 内蔵) Po485/SⅡ 必要台数 

 

 

 

 
③ RS232Cクロス ケ ー ブ ル(両端 Dsub 9ピンメス ) 1本 

 

 
④ ユ ー ザ ー ズ マ ニュア ル(本書) 1冊 
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第１章 はじめに 

 

 

１－２ オプション品目 
 

 

◆ テル モワイヤ 用ACアダプタ 

入力 AC100V ～240V 出力24V(2.5A) 出力は圧着端子 

 
◆ USB/RS232C 変換機 DL-U232A 

仕様は弊社 HPを ご 覧くだ さい 。 https://w ww.data-link.co.jp/ 

 
◆ DINレ ー ル へ の 取り付け 用金具 DRA-1 

M3×10mm以下の ネ ジ が 添付されま す 。 

 

 

 

 

 

１－３ 概 要 

 

【テルモワイヤ】は、複数地点の温度・湿度データをまとめてサンプルし、PC上に表示あるいは保

存する測定器です。 

機器間は、CAT5(6)の有線LANケーブルで接続されるので、無線方式の通信に比べ混信や不

通がありません。 

また、各センサーの電力はこのケーブルを通して供給されるので、センサー側の電源は不要です。 

 
地図画面上に指定した測定点のデータをグラフ表示することが出来るアプリが用意されておりま

す。(備考2 アプリの画像参照) 

【Po485THS for Windows】を弊社HPよりダウンロードしてご使用ください。また通信フ

ォーマットが開示されているのでアプリの二次開発が可能です。 

https://www.data-link.co.jp/ 



第１章 はじめに 

3 

 

 

 

１－４ 特 徴 
 

 

◆ この装置は、制御機Po485/Mと、複数のセンサー内蔵型通信機Po485/SⅡ 

から構成されます。 

 
◆ Po485/M 

● 本機はテルモワイヤシステム全体の制御機として動作します。 

● 本機は、RS232CとRS485の2つのインターフェイスを持ち、PCとはRS232Cで、

Po485/SⅡとはRS485で接続されます。 

● RS232Cの通信速度は115.2Kbpsです。 

● RS485ケーブルはCAT5またはCAT6のストレートLANケーブルです。 

● DC24Vで動作し、電源はLANケーブルを通してPo485/SⅡにも供給されます。 

 
◆ Po485/SⅡ 

● 2チャンネルのRS485を持ち、温湿度センサーを内蔵しています。 

● Po485/SⅡは、ストレートのLANケーブルで直列に接続され、順に1、2、・・・・

のID番号が自動割り当てされます。 

● PCからの読み出し命令によって、機器の温湿度データをサンプルし返送します。 

● RS485は最長で500mの延長が可能です。 

● 最大49ポ イントの 温湿度を 測定しま す 。 た だ し接続で き る 数は通信距離

に よ る 制限を 受け ま す。(第5章参照) 

 
◆ RoHS指令対応品です。 

 
◆ DINレールへの取り付けが可能です。 

別売オプションDRA-1使用時[M3×10mm以下のネジが添付されます。] 

 
※ 別売オプションに関しましては、弊社営業部までお問い合わせください。 
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２－１ Po485/M 制御部仕様 
 

 
◆ 形状 幅：142mm 奥行：86mm 高さ：26mm (コネ クタ等突起物除く) 

◆ 重量 350g 

◆ 電源 DC24V 

◆ 消費電流 20mA/24V 

◆ 使用環境 温度 ：－10℃～＋60℃ 

湿度 ：耐防湿、 耐結露 (本体) 

塵 ：防塵 

◆ 耐ノイズ RS485は、フォトア イソ レ ー トされて お り、IECレ ベ ル4に 準拠した 耐ノ

イズ 性を 有しま す 。 

◆ ケ ー ス 材料 ス チ ー ル （塗装有り） 

◆ 外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

縮尺Free 

(単位: mm) 

縮尺： Free 

単位： ｍｍ 

第２章 物理的仕様と接続環境 

142(取付ネジを含むと146） 

Po485/M 
RXD 

TXD 

POWER 
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第２章 物理的仕様と接続環境 
 

 

 

◆ DINレール取付穴位置 
 

 

 

 

 
3 

 

 

 

 

 

 

※ 取付金具【DRA-1】は別売オプションです。 
 

２－２ Po485/SⅡ通信部+センサー部仕様 
 

◆ 形状 縦： 53mm 横： 32mm 高さ： 16mm 

◆ 重量 20g 

◆ 電源 DC7V～24V 

◆ 消費電力 14mA/24V(0.34W) 

◆ 使用環境 温度 －35℃～＋75℃ 

湿度 ： 0 ～ 9 9 . 9 ％                    

塵 ： 防塵(コネ クタ部、セ ンサ －部を 除く) 

◆ ケ ー ス 材料 ポリブチレンテレフタレート 

◆ 外観図 
 

 

 

 

 

16.00±1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縮尺： Free 

単位： ｍｍ 

 

※ センサー部の特性は、第7章をご参照ください。 

24 
4-M3 

(DINレール金具用） 

6 

4.5 
83 

22.00±1 

  53±1  

50±1 

3
2
.0

0
±

1 
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２－３ 電源供給とデータ線の接続 
 

 

 

 

最長500m 

 

DC2 
 

PC 

 
 

※ PCとPo485/MをUSBで接続する場合は、USBとRS232Cの変換機が必要となります。

例えばデータリンク社製【DL-U232A】など。 

4V 
  ＋24V  

＋D 

  RS232C  

＊(USB) 

Po485    GND   
Po485 

－D 

M 

＋24V ＋24V 

＋D ＋D 

－D －D 
Po4 85  Po485 

SⅡ 
GND 

SⅡ 
GND  

SⅡ
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第２章 物理的仕様と接続環境 
 

 

 

２－４ 接続上の注意 
 

 
RJ45コネクタにイーサネット機器(Hub等)を接続しないでください。 

Po485/MおよびPo485/SⅡのRJ45コネクタにイーサネットを接続すると相手機器が破損します。 

Po485/M 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Po485/SⅡ 
 

 

 

 

 

 
 

２－５ 設置方法 
 

 
【Po485/SⅡ】 

本体の両側のLANケーブルを図の様に固定します。 

固定用冶具として、例えば協和ハーモネット株式会社製HLA-C-2W-IVは丸型LANケーブル

用のケーブルクランプで、粘着テープに加えてネジでの固定も可能なスリムでコンパクトなクランプ

です。 

 

 

 
ケーブルクランプ Po485/SⅡ 

（両面テープまたはフックで固定） 

LANケーブル 

（ケーブルクランプで固定） ケーブルクランプ 

P
o

 4 8
 5

 / M
 RJ45 

× LAN（イー サ ネ ット） 

LAN（イー サ ネ ット×） LAN（イーサネット） 
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第３章 動作仕様 
 

 

 

 
 
 

３－１ 機器の接続 
 

 
 

◆ 機器の接続を行ってから電源を入れてください。 

※プラグはしっかりと挿入して下さい。 

※電源を入れたまま、ケーブルを抜き差しすると故障の原因となります。 

 
◆ PCとPo485/MをRS232Cケーブルで接続してください。 

 
◆ Po485/Mと Po485/SⅡをLANケーブルで接続して下さい。ランケーブ

ルは、CAT5または6のストレートケーブルです。 

ケーブル長は最長で500mです。 

 
◆ Po485/Mには2つのRS485ポート(RJ45)があります。 

2つは同一結線であり、どちらか一方にLANケーブルを接続して下さい。他の一方は

RS485のモニタとして使用し通常は使われません。 

 
◆ Po485/SⅡは2つのRS485ポートを持っています。必要な長

さのLANケーブルで順につないでください。 

 

 

 

 

 

３－２ Po485/Mに電源を接続する 
 

 
◆ DC24Vの電源を接続してください。 

この結果、Po485/M、各Po485/SⅡに通電されます。 

Po485/M，Po485/SⅡのLEDが点滅し、その後、赤(パワーLED)が点灯して通常動作モ

ードとなります。 

※ 専用のACアダプタは、オプション品です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 動作仕様 
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第３章 動作仕様 
 

 

 

３－３ Po485THS for Windows 
 

 
地図上設定した測定地点から温湿度データを表示するアプリです。 

HPからダウンロードして実行してください。 

 

https://www.data-link.co.jp/ 
 

 

 

 

 

 

 

３－４ マニュアルで操作する場合 
 

 
マニュアル操作とは、PCから命令を打ち込み、応答を読み込む操作です。 

 
◆ PCに、RS232C端末ソフトである【TERM WIN】を弊社ＨＰからダウンロードしてください。 

https://www.data-link.co.jp/ 

 
◆ 実行後、通信条件を以下の通りに設定してください。 

115.2Kbps／8ビット長／パリティなし／1ストップビット 
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第３章 動作仕様 
 

 

 

３－５ 命令の実行 
 

 
◆ データ読み出し命令

Sn↓ 

ただしnは1～49の数値、↓は、ENTERキー (CR LF ) 

Po485/Mは、1～n番目のPo485/SⅡから温湿度データを読み出します。 

 
例えば n=5を指定すると、Po485/Mから近い順に5台のPo485/SⅡが、機器番号、 

湿度データ、温度データの順に応答します。 

 
01,+02.3,+45.5↓ 

02,+12.4,+24.3↓ 

03,+13.3,+12.8↓ 

04,+13.3,-18.0↓ 

05,+15.1,-32.7↓ 

 
温度と湿度は、±nn．n(n=0～9)のフォーマットです。 

データを読み出す場合、最低でも30秒のインターバルを空けてください。これより短いと

サンプルエラーが発生することがあります。 

サンプルエラーまたはノイズなどによるサンプルエラーが発生した場合、そのチャンネル 

(例えば5)は湿度99.9％、温度80℃で応答します。05,+99.9,+80.0↓ 

最大のセンサー数より大きいnを指定すると、実際につながれている最大のセンサーまで応

答した後、約5秒後にウオッチドッグタイマが起動してシステムはリセットされシステム全体が初

期状態に戻ります。 

 

 
◆ バージョン読み出し命令 

Vn↓ ただし↓は、ENTER キー ( CR LF ) 

n番目のPo485/SⅡの バ ー ジ ョンを 応答して き ます。 

[Po485／S，V1.0、2016 03 23] など。 

ここでは、Po485/SⅡのバージョンがV1.0であり、これが作成された年月日です。 

 
nに0を指定すると、Po485/Mのバージョンを応答します。 

[Po485／M，V1.0、2016 03 10] 
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第３章 動作仕様 
 

 

 

◆ システムのリセット 

R↓ただし↓は、ENTERキー ( CR LF ) 

この結果、システム全体【Po485/M，Po485/SⅡ】が、約5秒後に初期化されます。 

電源投入時と同様に3つのLEDが点滅し、その後赤(パワーLED)が点灯して通常動作となり

ます。 

 
◆ 未定義の命令に対する応答 

？↓ 
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第４章 インター フェイスとLED 

第４章 インターフェイスとLED 

 

 

 

 

４－１ RS232C 
 

Dsub 9ピンオス 
 
 

※ RTS/CTS及びDTR/DSRは内部で短絡処理。 

 
※ 付属のRS232Cクロスケーブルまたは、USB／RS232C

変換ケーブルで接続してください。 

 

 

 

４－２ RS485(RJ45) 
 

 
 

配列 1，2，3 ＋24V 

4 －D(RS485) 

5 ＋D(RS485) 

6，7，8 GND 

 
Po485/Mには2つのRS485ポート(RJ45)があります。 

2つは同一結線であり、どちらか一方にLANケーブルを接続して下さい。 

他の一方はRS485のモニタとして使用し通常は使われません。 

 

 

 

４－３ L ED 
 

 

 

Po485/M 

黄LED： PCから命令を受信中点灯 

緑LED： Po485/SⅡからデータを待っている間、点灯 

赤LED： 電源が入っている時に点灯 

 
Po485/SⅡ 

黄LED： Po485/Mから命令を受信したら点灯 

緑LED： Po485/Mにデータを送信中、点灯 

TXD 

RXD 

RTS 

CTS 

GND 

3 

2 

7 

8 

5 
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第５章 接続距離と接続台数 

Po485/M 
24(V) L(m) 印加電圧(V) 

Po485/SⅡ n台 

距離（m） 

L ＜ 50 

50  ～ 100 

100  ～ 200 

200  ～ 300 

300  ～ 400 

400  ～ 500 

最大台数 

49台 

26台 

19台 

15台 

12台 

7台 

第５章 接続距離と接続台数 

 

 

 

５－１ 供給電圧と通信ラインのケーブル抵抗値との関係 
 

 
◆ 本システムは、制御機であるPo485/Mから供給されるDC24V電源で、すべての機器

が動作しています。 

 
◆ Po485/SⅡの消費電流は、24V印加時に0.013A／台です。 

 すなわち、消費電力は0.312W／台です。 

 
◆ ケーブルの抵抗値によりPo485/SⅡに印加される電圧は下がります。 

すなわち、ケーブル長と接続機器台数の間に相関関係があります。 

 
◆ 本システムでは、LANケーブルの内、3本が＋電源、3本がＧＮＤ、残りの2本がデータラ

インに割り当てられています。 

 
◆ LANケーブル(AWG26相当)の電源ラインの抵抗値は、往復で0.09Ω／mです。 

 
◆ Po485/SⅡの動作電圧は、7V以上必要です。 

 

 

 
 

５－２ 接続台数と距離の関係 
 

 
 

 

 

◆ 距離と最大接続数 
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CR LF 

CR LF 

第６章 通信方式とデ ー タフォー マット 

第６章 通信方式とデータフォーマット 

 

 

 

 

６－１ PCとPo485/M 
 

 

 
◆ 付属のDsub9ピンのRS232Cクロスケーブルまたは、USB変換ケーブルで接続します。 

 
◆ 機器間の通信は、調歩同期(115.2Kbps／パリティなし／8ビット長／1ストップビット)で

行われます。 

 
◆ PCとPo485/Mの通信フォーマットは、  

DATA＋ 

例えば5台分のデータをサンプルする命令は、 

S5＋ (53H，35H，0DH，0AH) 
 

 

 

 

 

６－２ Po485/MとPo485/SⅡ及びPo485/SⅡ同士 
 

 
 

◆ RS485間は、ストレートのLANケーブルで接続します。 

 
◆ 機器間の通信速度は0.2～0.28ミリ秒／バイトです。 

 
◆ データはパケット化して伝送され、CRCによるエラー検出が行われています。 

 
◆ RS485上でCRCのエラー検出を行う理由は、遠距離通信のため回線上でノイズが乗り、

データ化けが発生する可能性があるためです。 

 
◆ 通信エラーが発生した場合は、ウオッチドッグタイマが起動しシステム全体が初期化します。 
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第７章 温度セ ンサ ー の 公称値 

第７章 温度センサーの公称値 

 

 

 
 

７－１ 温度測定精度 
 

 
 

分解能 0.1℃ 

精度 ±0.5℃ (－35℃～＋75℃) 

繰り返し性 ±0.2℃ 
 

 

 

 

 

 
 

７－２ 湿度測定精度 
 
 

30℃において±5％RH 
 

 

 

 

 

７－３ 経年ドリフト 
 

 

 

湿度に つ い て ： ±0.5％RH／年

温度に つ い て ： ±0.1℃／年 

 

 

 

 

 

７－４ 0℃以下の湿度について 
 

 
湿度センサ－の表面が結氷します。よってこの時の湿度表示は無効です。 
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棚 棚 棚 棚 棚 

Po 4 8 5 / M 100m 

 

 
 
 

８－１ 養鶉卵(ウズラ)工場設置例 
 

 

全長235mのLANケーブルに10台のセンサーを取り付けた例 

 
◆ 各セ ンサ ー 間 15m 

◆ 制御機―セ ンサ ー 間 100m 

 

Po485/SⅡ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

PC Po485/M 

第８章 備考 

1
5
m
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第８章 備考 
 

 

 

◆ 養鶉卵工場参考写真 
 

 

 

 
８－２ アプリの画像 
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８－３ センサー 公称値 
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第８章 備考 
 

 

 

 
 

 
 

8 10 （分） 
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ユーザサポートのご案内 

テルモワイヤに関するご質問、ご相談は、ユーザサポート課までお問い合わせ下さい。      

データリンク株式会社 ユーザサポート課 

TEL04-2924-3841㈹   FAX04-2924-3791 E-mail：support@data-link.co.jp    

受付時間 月曜～金曜(祝祭日は除く) 

AM9:00～PM12:00 PM1:00～PM5:00 

テル モワイヤ 取り扱い 説明書 2021年4月 第4版 

製造、発売元 デ ー タリンク株式会社 

〒359-1113 埼玉県所沢市喜多町10-5 

TEL04-2924-3841㈹ FAX04-2924-3791 

 

1 当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷されておりますが、保証期間内に万一故障した場合、 

無償にて修理させていただきます。お買い求めいただいた製品は、受領後直ちに梱包を開け、検収

をお願い致します。 

当社製品の保証期間は、当社発送日より1カ年です。 

保証期間は､製品貼付のシリアルナンバーで管理しており、保証書はございません。なお、本製品の

ハードウエア部分の修理に限らせていただきます。 

2 万一当社製品にRoHS指令基準値を超える六物質(鉛、水銀、カドムウム、六価クロム、PBB、

PBDE)が含まれていた場合は、購入後1年以内に限り製品の交換もしくは、部品に含有していた

場合はその部品のみの交換(修理)となります。 

保証の総額は製品価格が限度となります。  

3 本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の障害について、当社はその責任を負わな

いものとします。 

4 次のような場合には、保証期間内でも有償修理になります。 

(1) お買い上げ後の輸送、移動時の落下、衝撃等で生じた故障および損傷。   

(2) ご使用上の誤り、あるいは改造、修理による故障および損傷。 

(3) 火災、地震、落雷等の災害、あるいは異常電圧などの外部要因に起因する故障および損傷。 

(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。 

5 無償保証期間経過後は有償にて修理させていただきます。補修用部品の保有期間は原則製造終了

後5年間です。 

なお、この期間内であっても、補修部品の在庫切れ、部品メーカの製造中止などにより修理できない

場合があります。 

6 PCB基板全損、IC全損など、故障状態により修理価格が新品価格を上回る場合は修理できません。 

7 出張修理は致しておりません。当社あるいは販売店への持ち込み修理となります。 

8 本製品に付属、または、別売のACアダプタは有寿命部品です。本紙巻頭(表紙裏面)の 

【有寿命部品に関する保証規定】を必ずお読みください。 

9 上記保証内容は、日本国内においてのみ有効です。 
 

保証規定 


